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シンボルマークは、北秋田市白坂（しろざか）遺跡出土

の「岩偶」です。

縄文時代晩期初頭、1992年8月発見、高さ7㎝、凝灰岩。
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序

本県には、これまでに発見された約4,900か所の遺跡をはじめとして、

先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文

化財は、地域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を

創造していくうえで、欠くことのできないものであります。

一方、県北地域においては国道７号の混雑緩和、大館能代空港へのア

クセス向上、生活圏中心都市間の連携強化等を目的とした一般国道７号

鷹巣大館道路建設事業が行われております。本教育委員会では、これら

の地域開発との調和を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用すること

に鋭意取り組んでおります。

本報告書は、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業に先立って、平成20

年度に大館市において実施した下野Ⅱ遺跡の発掘調査成果をまとめたも

のであります。調査の結果、縄文時代の土坑墓群と中世の集落跡が見つ

かりました。

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一

助となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御

協力いただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、大

館市教育委員会など関係各位に対し、厚くお礼申し上げます。

平成22年３月

秋田県教育委員会

教育長 根 岸 均





（１）本書は、一般国道７号鷹巣大館道路建設事業に係る下野Ⅱ遺跡発掘調査報告書である。下野Ⅱ

遺跡発掘調査成果については、既にその一部が『秋田県埋蔵文化財センター年報27（平成20年

度）』および発掘調査報告会資料などによって公表されているが、本書を正式なものとする。

（２）本書第２図は、国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所提供の1／1,000『大館鷹巣道路

平面図』を、第４・５図は国土地理院発行の１／50,000地形図『大館』（平成３年発行）『鷹巣』

（平成４年発行）をもとに作成した。

（３）本報告書中の土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帳2005年版』を使用した。

（４）自然科学的分析は、パリノ・サーヴェイに委託した。行った分析は、放射性炭素14Ｃ年代測定・

樹種同定・植物珪酸体分析・黒曜石産地同定・土壌理化学分析である。

（５）本書は、第４章第１節を宇田川、第４章第２節を山田と巴が執筆した。第５章は、委託した分

析成果報告を掲載した。それ以外の執筆と全体の編集は山田が行った。

（６）本書を執筆するにあたり、次の方々から御指導・御助言を賜った。記して感謝申し上げます。

板橋範芳 嶋影壮憲 藤沼邦彦〔五十音順・敬称略〕

（１）本書に掲載した平面図（遺構実測図）の方位は、世界測地系平面直角座標第Ⅹ系による座標北

を示す。原点（ＭＡ50）において座標北から磁北の偏角は西偏10°57′25″である。本文およ

び巻末の報告書抄録記載の経緯度は世界測地系に基づく。

（２）遺構名の略号の解説

Ｓ Ｑ ：集石遺構 ＳＫＦ：フラスコ状土坑 Ｓ Ｋ ：土坑

Ｓ Ｍ ：道路状遺構 ＳＫＩ：竪穴状建物跡 Ｓ Ｂ ：掘立柱建物跡

Ｓ Ａ ：柱穴列 Ｓ Ｎ ：かまど状遺構 ＳＫＰ：柱穴様ピット

（３）遺構実測図および遺物実測図の縮尺は以下の通りである。

集石遺構・かまど状遺構…１／20 フラスコ状土坑・土坑…１／40

道路状遺構・竪穴状遺構・掘立柱建物跡・柱穴列…１／50

土器…１／３ 剥片石器…１／２ 礫石器…１／３ その他…１／２

（４）縄文時代早期の土器片は、右から順に内面拓本・外面拓本・断面図の順に並べて掲載した。

（５）挿図中の記号・スクリーントーンの解説

例 言

凡 例

ⅱ

遺構 現地性焼土 焼土ブロック分布 被熱変色していな

い構築土、貼り床

柱痕

遺物 摂理面、自然面 敲打痕 磨り面 アスファルト付着 被熱変色
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

一般国道７号鷹巣大館道路は、北秋田市脇神から摩当山を通り大館市櫃崎で大館西道路に連結する、

延長13.9kmの道路である。北秋田市栄から大館市櫃崎間の延長8.3kmについては平成17年度、その延

伸区間であるあきた北空港I.Cから北秋田市栄間の延長5.6kmについては平成19年度に事業に着手した。

国土交通省が一般国道７号の自動車専用道路として整備を進めており、日本海沿岸東北自動車道の一

部を構成する。大館能代空港へのアクセス向上や、一般国道７号の渋滞緩和、災害時の迂回路の確保

と県内の高速交通ネットワークの形成など、地域の文化と経済交流の活性化を目的として計画された

路線である。

計画路線内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、国土交通省東北地方整備局能

代河川国道事務所長から、文化財保護法に基づき、秋田県教育委員会教育長に埋蔵文化財の遺跡分布

状況等の調査依頼があった。秋田県教育委員会は、平成18年度に建設工事予定地内の試掘調査を実施

した結果、新たに下野Ⅱ遺跡を確認した。この結果を受けて、平成19年度に秋田県埋蔵文化財センター

が下野Ⅱ遺跡の確認調査を実施し、秋田県教育委員会は国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務

所長に工事区内2,250㎡の発掘調査が必要であることを報告した。その後の国土交通省東北地方整備

局能代河川国道事務所長と秋田県教育委員会による協議を経て、秋田県埋蔵文化財センターが平成20

年度に下野Ⅱ遺跡の発掘調査を実施することとなった。

第２節 調査要項

遺 跡 名 下野Ⅱ遺跡（しものにいせき）（遺跡略号２ＳＮⅡ）

遺跡所在地 秋田県大館市本宮字下モ野107－１

調 査 期 間 平成20年６月13日～９月26日

調 査 面 積 2,250㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 宇田川浩一（秋田県埋蔵文化財センター文化財主任）

山田 �子（秋田県埋蔵文化財センター文化財主事）

巴 亜子（秋田県埋蔵文化財センター調査・研究員）

総務担当者 千田 喜博（秋田県埋蔵文化財センター主査）

久米 保（秋田県埋蔵文化財センター主査）

高村知恵子（秋田県埋蔵文化財センター主任）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所・大館市教育委員会

第１節 調査に至る経過
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第１図 鷹巣大館道路と関連遺跡

第２図 工事計画と調査範囲



第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

下野Ⅱ遺跡が所在する大館市は、秋田県の内陸北端に位置する。市域は、北を青森県平川市・南津

軽郡大鰐町、東を鹿角市・鹿角郡小坂町、南を北秋田市、西を山本郡藤里町に接しており、その面積

は平成17年の市町村合併により923.70�になっている。

大館市の地形は、県北第一の主要河川である米代川とその支流を中心として、川沿いに広がる沖積

低地、低地を囲む山地、山麓沿いに分布する扇状地からなっている。市の西側で米代川と支流が合流

する地点の周辺は断層による陥没盆地となっており、大館盆地と呼ばれている。大館盆地の東縁や南

西縁ではこれを裏付ける断層崖が現在でも確認できる。山地は北西側に白神山地、東側に高森山地、

南西側に摩当山地がある。市街地に近い所では、盆地の東側に鳳凰山（520ｍ）、秋葉山（329ｍ）、獅

子ヶ森（224ｍ）があり、西側には大山（378ｍ）を中心とする花岡地区の山地が南北に延びている。

米代川は岩手県八幡平市（旧二戸郡安代町）の中岳の源流から鹿角市を経て大館市に入り、最終的

には能代市で日本海に注ぐ。引欠川は大館市内を流れる米代川の支流の一つであり、谷地中（旧比内

町）に源を発する糸柄沢と中野（旧比内町）に源を発する長内沢が笹館で合流した川である。笹館か

ら北西へ流れ、片貝・大子内・出川・赤石・板沢を通り、大館市の西側の横岩で米代川と合流する。

下野Ⅱ遺跡は米代川と引欠川の合流点

から南東に４km、ＪＲ奥羽本線下川沿駅

から南南東へ４kmに位置し、引欠川の右

岸、合窪山山地から引欠川と犀川の間を

北西へ延びる大館段丘地の舌状台地上の

標高は49～53ｍに立地する。遺跡周辺で

は毛馬内火砕流が５～６ｍ堆積して、鳥

越火砕流の上面を覆っているが、遺跡範

囲の大部分は標高が高いために毛馬内火

砕流の堆積を免れ、表層に鳥越火砕流が

露出している。
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第３図 遺跡の位置
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第４図 遺跡周辺地質図



第２節 歴史的環境

下野Ⅱ遺跡の所在する大館市には、旧石器時代から近世まで数多くの遺跡が知られている。これら

の遺跡を中心に、下野Ⅱ遺跡周辺の歴史的な環境を概観する。第５図は、大館市の内でも下野Ⅱ遺跡

の周辺にあたる引欠川流域から米代川との合流点までの南北約12km、東西約８kmの範囲を図示してい

る。以下、遺跡名の後につく()内の数字は、第５図と第１表に対応する。

米代川流域は、縄文時代から北と南の文化の接触地帯であったと言われている。大館市（大館盆地）

は米代川の上・中流域に位置し、古くは「ひない」と呼ばれ、火内・比内・肥内と記述された地域で

ある。

旧石器時代の遺跡は、大型の石刃が発見された松木高館平遺跡が市内で唯一の例である。この時期

の遺構遺物が発見されない理由として、度重なる十和田火山の火砕流によって埋没している可能性が

指摘されている。

縄文時代のうち、草創期の遺跡はまだ確認されていない（2009年３月現在）。早期の遺跡は、狼穴

Ⅲ遺跡・坂下Ⅱ遺跡・野崎遺跡・松木遺跡・芋掘沢遺跡・根下戸道下遺跡(15)などがあり、貝殻文の

ある胴部や尖底部の土器片が出土している。根下戸道下遺跡(15)と坂下Ⅱ遺跡では、県内では発見例

の少ない竪穴住居跡が確認された。前期の遺跡は、萩ノ台Ⅱ遺跡・池内遺跡・山館上ノ山遺跡・栗木

山遺跡(４)・餅田屋敷添遺跡(13)・根下戸Ⅲ遺跡(16)などがあり、萩ノ台Ⅱ遺跡では斜面の遺物包含

層から大量の円筒下層式土器とともに大木式土器片も出土している。池内遺跡では、前期中葉～末葉

にかけての集落が確認された。山館上ノ山遺跡では、２点の鋒形石器をはじめ大量の遺物が出土して

いる。中期の遺跡は、鳴滝遺跡(２)・栗木山遺跡(４)・長瀞Ⅰ遺跡(８)・芋掘沢遺跡(14)・餌釣館遺

跡などがある。餌釣館遺跡では竪穴住居跡が12軒確認され、円筒上層式土器とともに大木式土器が出

土した。後期の遺跡は、塚ノ下遺跡・栗木山遺跡(４)・長瀞Ⅰ遺跡(８)・根下戸道下遺跡(15)・萩ノ

台Ⅱ遺跡、下野Ⅱ遺跡と隣接する位置にある下野遺跡(31)が挙げられ、十腰内Ⅰ式土器などが出土し

た。塚ノ下遺跡からは目の部分に天然アスファルトが埋め込まれている土偶が、萩ノ台Ⅱ遺跡からは

３点のヒスイ製品が出土しており、ともに大館郷土博物館で展示されている。晩期の遺跡は、下川沿

遺跡(６)・長瀞Ⅰ遺跡(８)・餌釣館遺跡があるほか、下野Ⅱ遺跡の付近にあたる引欠川下流域には、

下野遺跡(31)・バッコ沢遺跡(43)・五輪台Ⅱ遺跡(44)など複数の遺跡が確認されており、主に大洞式

土器が出土している。

弥生・続縄文時代の遺跡は、鳴滝遺跡(２)・片山館コ遺跡(12)・諏訪台Ｃ遺跡などがある。片山館

コ遺跡からは、後北Ｃ２式土器が出土した。諏訪台Ｃ遺跡では、二枚橋式併行期と砂沢式併行期の竪

穴住居跡が各３軒ずつ確認されている。

平安時代の遺跡は、釈迦内中台Ⅰ遺跡・上野遺跡・土飛山館跡(19)・高戸谷館跡(27)・薬師岱遺跡

(36)・前田館跡(38)・本宮上ノ山(40)・本宮寺ノ沢(41)など多数の遺跡があり、土師器や須恵器が出

土している。915年に降下したと推定されている十和田ａ火山灰の堆積状況が、火山灰降下と遺構の

時期的前後関係を示唆している例が多く見られる。釈迦内中台Ⅰ遺跡では、竪穴住居跡が130軒確認

され、十和田ａ火山灰降下後に営まれた集落であることが分かっている。上野遺跡でも、十和田ａ火

山灰降下後の竪穴住居跡が確認されており、かまど周辺から土師器と共に擦文土器が出土した。
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中世の遺跡は、矢立廃寺・片山館コ遺跡(12)・土飛山館跡(19)などがある。矢立廃寺を除き、中世

遺跡のほとんどは館跡で、現状でも空堀や郭の形状が残存しており、浅利氏の家臣が館主であると伝

えられているものが多い。片山館コ遺跡は2008（平成20）年に発掘され、中近世の陶磁器や銭貨が出

土し、竪穴状遺構や空堀が調査された。下野Ⅱ遺跡周辺にあたる引欠川流域の台地上にも、大披館跡

(29)・大子内館跡(35)・杉沢館跡(37)・前田館跡(38)・本宮館跡(42)・八木橋城跡(48)がある。本宮

館跡は現況で空堀が確認でき、現在道路として使われている。

近世の遺跡は、ケラキ森一里塚(32)や現在は桂城公園として整備されている大館城などがあり、下

野Ⅱ遺跡の近辺でも、本宮上ノ山遺跡(40)では寛永通宝が見つかるなど、確かな生活の痕跡が残って

いる。
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第５図 下野Ⅱ遺跡と周辺の遺跡位置図



第１表 下野Ⅱ遺跡と周辺の遺跡一覧
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番号 登録番号 遺跡名 種 別 遺構・遺物 文献番号

１ 204-4-164 下野Ⅱ 墓域・集落跡
集石遺構、フラスコ状土坑、土坑、中世竪穴状建物跡、掘立柱建物跡、

柱列、カマド状遺構

２ 204-4-41 鳴滝 集落跡
縄文時代竪穴住居跡、フラスコ状ピット、組石土坑、縄文土器（中期・

後期・晩期）、土製品、石製品、続縄文土器
６

３ 204-4-35 赤石沢Ⅰ 遺物包含地 縄文土器

４ 204-4-158 栗木山 遺物包含地 土坑、縄文土器（前期・中期・後期）、石器、土師器

５ 204-4-42 川口館 館跡 空堀、郭 ７・13・14

６ 204-4-40 下川沿 遺物包含地 勾玉、土製朱彩丸玉 ７・13・14

７ 204-4-39 押館 館跡 空堀 ７

８ 204-4-38 長瀞Ⅰ 遺物包含地 縄文土器（中期～晩期）、石器

９ 204-4-37 長瀞Ⅱ 遺物包含地 縄文土器

10 204-4-36 赤石沢Ⅱ 遺物包含地 縄文土器

11 204-4-34 沼館 館跡 ７・13

12 204-4-44 片山館コ 館跡
続縄文時代竪穴遺構、掘立柱建物、中世竪穴遺構、空堀、土塁、後北

Ｃ式土器、中世陶磁器、鉄器、銭貨
３・７・８

13 204-4-43 餅田屋敷添 遺物包含地 不整円形土坑、縄文土器（前期、円筒下層a・b式）

14 204-4-125 芋掘沢 遺物包含地 石蓋甕棺、縄文土器（前期、中期）、石器 １

15 204-4-126 根下戸道下 遺物包含地 Ｔピット、土坑、焼土遺構、縄文土器（早期、後期）、土師器 ９・12

16 204-4-133 根下戸Ⅲ 集落跡 縄文土器（前期）、石器 10

17 204-4-132 根下戸Ⅱ 狩場 Ｔピット 10

18 204-4-131 根下戸Ⅰ 集落跡 縄文土器、石器 10

19 204-4-45 土飛山館 館跡・集落跡
空堀、段築、竪穴住居跡、竪穴状遺構、溝跡、焼土遺構、土坑、石器、

須恵器、土師器、鉄製品、鉄滓

２・５・

７・11

20 204-4-62 稲荷中岱 遺物包含地 土師器、中世陶磁器

21 204-4-63 太平山 遺物包含地 縄文土器（晩期）、土製品

22 204-4-141 小館町 遺物包含地 縄文土器、石器

23 204-4-114 山根岱 遺物包含地 縄文土器

24 204-4-113 板沢 遺物包含地 須恵器、中世陶器

25 204-4-112 板沢一里塚 一里塚

26 204-4-111 赤石館 館跡 14

27 204-4-110 高戸谷館 館跡 空堀、土師器、中世陶器

28 204-4-109 櫃崎館 館跡 ７・14

29 204-4-108 大披館 館跡 郭、空堀 ７・14

30 204-4-107 曲沢 遺物包含地 縄文土器

31 204-4-101 下野 遺物包含地 縄文土器（後期・晩期）、石匙、磨製石斧

32 204-4-95 ケラキ森一里塚 一里塚

33 204-4-94 二井田館 館跡 空堀、土坑墓、柵列、中世陶磁器、鉄器、銭貨 ７・13

34 204-4-106 林ノ上 遺物包含地 石器、剥片

35 204-4-105 大子内館 館跡 ７・13

36 204-4-104 薬師岱 遺物包含地 須恵器、土師器

37 204-4-103 杉沢館 館跡 空堀 ７・13・14

38 204-4-102 前田館 館跡
竪穴住居跡、掘立柱建物、板塀遺構、谷地掘、須恵器、土師器、中世

陶器、木製黒塗り椀
４・７・13

39 204-4-100 本宮中台 遺物包含地 縄文土器

40 204-4-99 本宮上ノ山 遺物包含地・館跡 縄文土器、土師器、寛永通宝

41 204-4-98 本宮寺ノ沢 遺物包含地 土師器

42 204-4-97 本宮館 館跡 郭、空堀、中世陶磁器 ７・13

43 204-4-96 バッコ沢 遺物包含地 縄文土器（晩期）、石器

44 204-12-32 五輪台Ⅱ 遺物包含地 縄文土器（晩期）

45 204-12-30 寺崎Ⅱ 遺物包含地 縄文土器（晩期）

46 204-12-29 寺崎Ⅰ 遺物包含地 縄文土器（晩期）

47 204-12-31 五輪台Ⅰ 遺物包含地 縄文土器（晩期）

48 204-12-33 八木橋城 館跡 郭、空堀 ７

49 204-12-34 一通 遺物包含地 縄文土器（晩期）

50 204-12-28 二ッ森 遺物包含地 縄文土器（晩期）

51 204-12-35 畑沢 遺物包含地 縄文土器（晩期）

52 204-12-37 二ッ森Ⅱ 集落跡 竪穴住居跡、フラスコ状土坑

53 204-4-165 堂ノ沢 集落跡 竪穴住居跡、縄文土器



第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

下野Ⅱ遺跡は、米代川と引欠川の合流点から南東に４km、ＪＲ奥羽本線下川沿駅より南南東へ４km

に位置し、引欠川の右岸、合窪山山地から引欠川と犀川の間を北西へ延びる大館段丘地の舌状台地上

に立地する。標高は49～53ｍで北東から南西に向かって緩やかに傾斜し、表層地質は鳥越火砕流によっ

て形成されている。現況は杉の植林である。

調査対象は遺跡の中でも南東側の、道路計画路線内に含まれる2,250㎡の範囲である。調査区南西

側には引欠川が南から北へ流れており、調査区との比高差は約10ｍである。十和田ａ火山灰降下面、

もしくはそれより上の層が植林や削平のために失われているが、それより下の層の残りは良好だった。

調査区の中央を東から西へ下る埋没沢が存在し、覆土の様子と出土した遺物により、縄文時代から中

世にかけて埋没したものと推定される。

今回の調査では、縄文時代と平安時代および中世の遺構・遺物を発見した。縄文時代の遺構は、集

石遺構や土坑が検出されたが、詳細な時期は不明である。遺物は埋没沢から縄文時代早期の土器がま

とまって出土した他、縄文時代後期の土器なども少量出土している。平安時代の十和田ａ火山灰が堆

積した道路状遺構、中世の竪穴状建物跡、掘立柱建物跡も検出されたが、同時代の遺物はほとんど無

く、詳細な時期は不明である。

第２節 調査の方法

確認調査の結果に基づき、表土除去は重機によって行った。

作図のために、調査区内の任意の点（世界測地系：27017,-27642）を原点（ＭＡ50）とし、この点

を通る真北方向のラインをＭＡ、これに直交する東西方向のラインを50と名付け、これらに平行する

ラインによって４ｍ×４ｍのグリッドを必要範囲に設定した。南北ラインは東から西に向かって…Ｌ

Ｓ・ＬＴ・ＭＡ・ＭＢ…という２桁のアルファベット、東西ラインは南から北に向かって…48・49・

50・51…という２桁の数字で呼称した。２桁のアルファベットは左を母単位、右を子単位として、20

単位で１母単位という表記法を採っている。ラインの交点には杭を打設して、南北ラインを示すアル

ファベットと東西ラインを示す数字を組み合わせた名前を付けた。各グリッドは、南東角に打設され

ている杭の名前で呼称した。

調査の記録は、平面図・断面図および写真で記録した。平面図・断面図は1／20を原則としたが、

遺構細部の図面を必要とする際には1／10で作図した。写真撮影は、35㎜のモノクロとリバーサルフィ

ルムおよび必要に応じデジタルカメラを使用した。

遺物は、遺構内出土のものは出土遺構名・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入し、遺構外出土

のものは、出土グリッド・出土層位・遺物番号・出土年月日を記入し、取り上げた。

遺構の確認は、主にⅣ層上面とⅧ層上面で行ったが、上面に集石などの構築物がある遺構はⅢ層で

第１節 遺跡の概観
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確認できた場合もある。遺構番号は検出した順に付したが、柱穴様ピット以外については１～200、

柱穴様ピットについては201からの番号を用いた。土坑と柱穴様ピットの区別は、確認面での直径が

60㎝以上のものを土坑、60㎝未満のものを柱穴様ピットとした。

第３節 調査の経過

調査に先立つ重機による表土除去を平成20年５月26日～30日の期間に、グリッド杭の打設を６月９

日～13日の期間に行い、６月13日から調査を開始した。

はじめに確認調査トレンチの復元と基本土層ベルトの掘削を行い、土層を観察した。結果、主に火

山灰降下面であるⅢ～Ⅳ層上面と地山であるⅧ層上面で遺構を確認する必要があることが分かった。

次に、調査区北側斜面部の掘削を行い遺構の有無を確認した。Ⅱ～Ⅵ層がないため、直接Ⅷ層上面ま

で掘削した結果遺構がないことを確認し、調査区北側斜面部を排土捨て場として確保することにした。

その後、台地上平坦面の南端部から北へ向かって順にⅢ～Ⅳ層上面での遺構確認と地形測量を開始し

た。その結果、縄文時代の集石遺構、古代の道路状遺構、中世の竪穴状建物跡・かまど状遺構を検出

し、調査区中央に東から西へ下る埋没沢の存在が明らかになった。

７～８月には、Ⅳ層上面で確認された遺構の精査とⅣ～Ⅶ層の掘削作業、Ⅷ層上面での遺構確認を

行った。この間に柱穴様ピットを数多く検出したため、適宜、掘立柱建物跡や柱穴列の検討を行った。

またⅧ層までの掘削作業の中で、縄文時代の土坑群を検出し、埋没沢部分のⅦ層などから縄文時代早

期の尖底土器や縄文時代中期の土器片がまとまって出土した。

９月６日に遺跡見学会を実施し、85名の見学者を得た。その後、遺構精査とⅧ層上面の地形測量、

および図面整理などの作業を行い、９月26日に現場から撤収した。

第４節 整理作業の方法と経過

各遺構は、現場で作成した図を第一原図とし、これを基に平面図と断面図を組み合わせ、適宜縮尺

を変更し第二原図を作成してトレースし、調査所見や土層注記を記述した。

調査中に採取した試料については、平成20年度に放射性炭素年代測定・樹種同定・黒曜石の蛍光Ｘ

線分析を、平成21年度に土壌理化学分析分析を委託によって実施した。

遺物の整理は、現場で洗浄・注記を行い、秋田県埋蔵文化財センターで接合・復元作業・採拓・実

測・写真撮影を行った。実測図は基本的に実物大で作成し、土器・石製品・礫石器は1/3、剥片石器

は1/2でトレースし、遺物分類と観察所見を記述した。遺物整理の結果、大半は縄文時代早期である

が、縄文時代前期から晩期・弥生時代・平安時代の遺物が少量ずつ存在し、下野Ⅱ遺跡では断続的な

がら縄文時代から中世まで生活が営まれてきたことが明らかになった。

以上の図面・文字原稿を編集し、本報告書を刊行した。

第３章 発掘調査の概要
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第６図 グリッド配置図



第４章 調査の記録

第１節 基本層序

本遺跡の土壌は、十和田火山を起源とする鳥越・毛馬内火砕流および十和田ａ火山灰を母材とした

残積性・風積性の累積土壌である。台地上には鳥越火砕流が、低地には毛馬内火砕流が堆積し、上面

には完新世以後に発達した腐植により黒色土が厚く堆積している。調査区内を更新世に開析された浅

い谷が斜めに横切り、土壌はそれを埋めて形成される。

このような地形的特徴から台地上平坦面と谷内部では、層厚・層数に違いがある。地点ごとに受け

る土壌生成作用が異なることから、土層観察地点ごとの層相は一致しない。

したがって、個別に観察した各地点の層位を基本層序としてまとめるに当たり、最も層数が多く土

壌断面の保存が良好だった基本土層を基準として、各地点の同じ母材に由来する同時期に形成された

土壌を同一層とした。

基本土層および遺構内覆土の観察結果について、色調・構造・土性・緻密度・可塑性・混入物・備

考の順に記述した。言葉の定義は、『新版標準土色帖』に準じている。

Ⅰ層 表土。腐植が発達した黒色土。未分解の現世植物遺体を多く含む。土性は壌土で、緻密度・可

塑性は頗る弱い。

Ⅱ層 10YR1.7/1 亜角塊状 Ｌ（壌土） 緻密度＋ 可塑性±～＋ 十和田ａ火山灰由来の軽石３

～５％ 平安～中世の堆積土。中世の遺構掘り込み面・生活面は本層中にあり、遺構埋土のマ

トリクスを構成する。十和田ａ火山灰は、Ⅱ層形成の母材となったと考えている。本層下部・

Ⅲ層との層界に堆積し、所々直径300～500㎜の集中区を作る。

Ⅲ層 10YR2/1～1.7/1 亜角塊状 Ｌ（壌土） 緻密度＋（Ⅱ層より強い） 可塑性±～＋ 十和田

ａ火山灰由来の軽石もしくは鳥越火砕流由来の軽石２％ 平安時代以前の埋没土壌。十和田ａ

火山灰由来の軽石は、上部から植物根など生物活動の結果入り込んだと考える。

Ⅳ層 10YR1.7/1 亜角塊状 Ｌ（壌土） 緻密度＋～± 可塑性＋ 縄文時代の埋没土壌。Ⅲ層よ

りも腐植に富み黒味が強いことから旧地表と考える。

Ⅴ層 10YR2/3～3/2 亜角塊状 Ｌ（壌土）～ＳＬ（砂質壌土） 緻密度＋～＋＋ 可塑性± 鳥越

火砕流由来の軽石φ５～10㎜２～３％ 縄文時代の堆積層。Ⅷ層を母材とする漸移層上部。腐

植に富む箇所とより腐植の弱い箇所が斑状に混じる。

Ⅵ層 10YR4/3～4/4 亜角塊状 Ｌ（壌土）～ＣＬ（埴壌土） 緻密度＋＋ 可塑性＋ 鳥越火砕流

由来の軽石φ５～15㎜３～５％ 火山礫φ３㎜１％ 縄文時代の堆積層。Ⅷ層を母材とする漸

移層中部。鳥越火砕流由来の軽石・火山礫をⅤ層よりも多く含む。

Ⅶ層 10YR5/3 亜角塊状 ＣＬ（埴壌土） 緻密度＋＋ 可塑性＋＋ 鳥越火砕流由来の軽石φ５

～30㎜30％以上 火山礫φ１～３㎜１％ 縄文時代の堆積層。Ⅷ層を母材とする漸移層下部。

鳥越火砕流由来の軽石・火山礫を多く含む。軽石は形状を保持しているが、粘土化している。

第４章 調査の記録
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第７図 基本土層位置図
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第11図 遺構配置図



Ⅷ層 10YR5/6～6/6 亜角塊状 ＳＣＬ（砂質埴壌土） 緻密度＋＋～＋＋＋ 可塑性＋＋（Ⅶ層よ

りも弱い） 鳥越火砕流堆積層。マトリクスは粘土化した火山灰と、風化した軽石・火山礫・

火山砂である。直径数㎜～10㎜の細礫を含む部分がある。この細礫は肉眼での観察により、Ｓ

Ｋ27の覆土から採取した礫と同じデイサイトであると判断した（ＳＫ27については第２節の21

頁、採取した礫の蛍光Ｘ線分析結果については第５章の91頁を参照）。

第２節 検出遺構と遺構内出土遺物

調査区内で、縄文時代の遺構は集石遺構（ＳＱ）９基・フラスコ状土坑１基・土坑（ＳＫ）10基、

古代の遺構は道路状遺構（ＳＭ）１条、中世の遺構は竪穴状建物跡（ＳＫＩ）２軒・掘立柱建物跡

（ＳＢ）３棟（内１棟は上屋付かまど状遺構）・柱穴列４列・かまど状遺構（ＳＮ）２基、柱穴様ピッ

ト（ＳＫＰ）37基を調査した。これらの遺構と遺構内出土遺物について時代順に記述する。以下、

( )内の数値は残存値である。

図を掲載した遺物は、土器と石器・石製品にそれぞれ１から通し番号を付して呼称した。

１ 縄文時代

（１）集石遺構

９基の集石遺構を検出した。礫はこぶし大から人頭大の亜角礫や円礫で、調査区内の基本土層には

含まれていない。引欠川などから人手により運ばれてきたものと推定される。

縄文時代の墓と推定される土坑と集石遺構に伴う土坑の規模が類似していること、縄文時代に類例

の見られる石の並びの遺構があることなどから、集石遺構は縄文時代に属すると推定した。

伴う土坑と礫の関係により１～３類に分け、１・３類は礫の特徴からさらにａ・ｂ類に細分した。

１類：礫が集中しているが、伴う土坑が確認されなかったもの。

１－ａ類：こぶし大の礫が面的に分布しているもの。ＳＱ35。

１－ｂ類：こぶし～人頭大の礫が配列されているもの。ＳＱ19。

２類：土坑内に礫が集中しているもの。ＳＱ12・17。

３類：土坑の覆土の上に礫が集中しているもの。

３－ａ類：こぶし大の礫が面的に分布しているもの。ＳＱ20。

３－ｂ類：こぶし～人頭大の礫が配列されているもの。ＳＱ６新旧・10・22。

ＳＱ６（第20・21・40・49図、図版２・23・25）

新旧２段階に分けられるため、ＳＱ６新段階、ＳＱ６旧段階の順に記述する。

ＳＱ６新段階

【 位 置 】ＬＰ54 【確 認 面】Ⅵ層 【 重 複 】旧段階より新しい。

【礫の範囲】1.94ｍ×0.88ｍ 【礫の特徴】こぶし～人頭大の亜角礫24点、使用痕なし。

【礫の配置】土坑上面南側、環状に配置。

【土坑平面形】楕円形 【 規 模 】1.17ｍ×1.07ｍ 【主軸方位】Ｎ―10°―Ｅ

【 深 さ 】0.48ｍ 【堆積状況】２層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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【出土遺物】縄文土器片２点（第40図１）とスクレイパー１点（第49図１）が出土した。土器片は

本遺構と同じグリッドで出土した土器片と接合した。無文の地に横位の楕円形の文様が沈線で描か

れており、十腰内Ⅰ式土器に比定される。スクレイパーは下部が欠損しており、素材は頁岩である。

【 所 見 】３－ｂ類である。

ＳＱ６旧段階

【 位 置 】ＬＰ53・54 【確 認 面】Ⅵ層 【 重 複 】新段階より旧い。

【礫の範囲】撹乱により不明 【礫の特徴】こぶし～人頭大の亜角礫数点、使用痕なし。

【礫の配置】原位置を留めていない。周辺に分布。

【土坑平面形】楕円形と推定 【 規 模 】1.77ｍ×1.29ｍ 【主軸方位】Ｎ―87°―Ｅ

【 深 さ 】0.30ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】縄文土器片１点と頁岩の二次加工のある剥片２点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】新段階と重複し、遺構北西側にも撹乱を受けているため、残存部分は少ない。新段階

のものと類似した礫が周辺に分布していること、土坑の規模も新段階と類似していること、土坑覆

土に礫は含まれていないことから、土坑上面に礫が並べられていた３－ｂ類と推定される。

ＳＱ10（第21図、図版２）

【 位 置 】ＭＤ46 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】0.32ｍ×0.20ｍ 【礫の特徴】人頭大の円礫数点、使用痕なし。

【礫の配置】ほとんど原位置を留めていない。土坑上面２点、周辺に数点分布。

【土坑平面形】楕円形 【 規 模 】0.8ｍ×0.70ｍ 【主軸方位】Ｎ―73°―Ｅ

【 深 さ 】0.20ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】頁岩の細片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】遺構上面から北西側にかけて撹乱を受けているため、礫はほとんど原位置を留めていな

い。遺構周辺に分布している円礫は、土坑上面に位置するものと類似していることから、本遺構に伴っ

ていた礫と考えられる。土坑の規模・礫の特徴が類似しているＳＱ６新段階と同様に、３－ｂ類と推

定される。

ＳＱ12（第21図、図版２）

【 位 置 】ＭＢ54 【確 認 面】Ⅶ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】1.05ｍ×0.65ｍ 【礫の特徴】径約0.25ｍを最大とする亜角礫７点、使用痕なし。

【礫の配置】土坑のほぼ底面中心部よりやや北側に分布。

【土坑平面形】不整楕円形 【 規 模 】0.65ｍ×0.48ｍ 【主軸方位】Ｎ―35°―Ｅ

【 深 さ 】0.15ｍ 【堆積状況】２層。人為堆積。

【出土遺物】なし

【 所 見 】２類である。

ＳＱ17（第22図、図版３）

【 位 置 】ＭＢ54 【確 認 面】Ⅶ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】土坑内 北西側0.50ｍ×0.40ｍ 南東側1.05ｍ×0.80ｍ

【礫の特徴】こぶし～人頭大の角礫19点、使用痕なし。

第４章 調査の記録
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【礫の配置】土坑内の北西側と南東側の２か所に集中し、底面から上面まで不規則に集積。

【土坑平面形】楕円形と推定 【 規 模 】1.38ｍ×(0.4)ｍ 【主軸方位】Ｎ―39°―Ｗ

【 深 さ 】0.34ｍ 【堆積状況】２層。人為堆積。 【出土遺物】なし。

【 所 見 】土坑の南西側の形は確認できなかった。礫は覆土と共に一括で埋められている様子だが、

礫の集中部分が２か所に分かれるのは、作業単位を表している可能性が考えられる。２類である。

ＳＱ19（第22・40・49図、図版３・23・25）

【 位 置 】ＬＴ・ＭＡ50 【確 認 面】Ⅳ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】0.38ｍ×0.33ｍ 【礫の特徴】こぶし～人頭大の亜角礫10点、使用痕なし。

【礫の配置】環状に配置。

【出土遺物】縄文土器片１点（第40図２）と石匙１点（第49図２）が出土した。土器片はＲＬ縄文が

施された胴部破片で、縄文時代後期の粗製深鉢形土器と推定される。石匙はつまみに対して刃部が縦

に位置しており、素材は頁岩である。

【 所 見 】礫の周囲を注意深く精査したが土坑は確認できなかった。１－ｂ類である。

ＳＱ20（第22図、図版３）

【 位 置 】ＬＳ・ＬＴ52 【確 認 面】Ⅵ層 【 重 複 】ＳＢ29（中世）

【礫の範囲】1.40ｍ×1.30ｍ 【礫の特徴】こぶし大の亜角礫30点余り、使用痕なし。

【礫の配置】面的に密集。

【土坑平面形】楕円形 【 規 模 】1.00ｍ×0.67ｍ 【主軸方位】Ｎ―24°―Ｗ

【 深 さ 】0.20ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】縄文土器片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】中世の遺構であるＳＢ29の範囲内に位置しているが、柱穴と直接重複していない。本遺

構はＳＢ29より旧いと推定される。本遺構は３－ａ類である。

ＳＱ22（第22図、図版３）

【 位 置 】ＬＰ54 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】2.50ｍ×1.65ｍ 【礫の特徴】こぶし大～人頭大の亜角礫16点、使用痕なし。

【礫の配置】土坑上面に不規則に集積。範囲は土坑確認面の輪郭より西側にずれている。

【土坑平面形】楕円形 【 規 模 】2.10ｍ×1.48ｍ 【主軸方位】Ｎ―52°―Ｗ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】頁岩の剥片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】土坑と礫の分布範囲がずれていることから、土坑が埋まってから礫が置かれるまでに時

間が経過している、礫が原位置を留めていないなどの可能性が考えられる。３－ｂ類である。

ＳＱ35（第23・49図、図版３・25）

【 位 置 】ＭＥ43 【確 認 面】Ⅴ層 【 重 複 】なし。

【礫の範囲】3.20ｍ×1.90ｍ 【礫の特徴】こぶし大の亜角礫30点、使用痕なし。

【礫の配置】面的に密集。

【出土遺物】縄文土器片２点と二次加工のある剥片２点（第49図３・４）、頁岩の剥片１点が出土し

たが、二次加工のある剥片以外は図示していない。二次加工のある剥片のうち、３は素材剥片の打点
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付近に、４は両縁辺部に二次加工が加えられており、３・４とも素材は頁岩である。

【 所 見 】礫の分布範囲を注意深く精査したが土坑は確認できなかった。他の集石遺構と比較する

と、分布範囲に対して礫が占める面積が少なく、散漫である。１－ａ類である。

（２）フラスコ状土坑

１基のフラスコ状土坑を検出した。形状から縄文時代の遺構と判断した。

ＳＫＦ23（第24図、図版４）

【 位 置 】ＭＤ・ＭＥ44・45 【確 認 面】Ⅳ層上面 【 重 複 】ＳＫＩ２より旧い。

【平 面 形】円形 【 規 模 】確認面0.72ｍ×0.70ｍ 最拡張部0.94ｍ×0.86ｍ

【主軸方位】Ｎ―85°―Ｗ 【 深 さ 】0.72ｍ

【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、含まれるⅧ層由来土が少ないため、自然堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】台地縁辺部付近に位置し、ＳＫＩ２と重複しているため西側上半部が失われている。確

認面より内部の方が大きく掘られている。断面で確認すると、壁は確認面付近では垂直で、確認面か

らの深さ約20㎝の位置から底面付近までは内傾し、壁と底面の境は弧を描いており、底面は平坦であ

る。形状から貯蔵穴もしくは土坑墓と推定される。

（３）土坑

10基の土坑を検出した。出土遺物から縄文時代と特定できる土坑があり、単独では時期の特定が困

難なものも、縄文時代のものと規模・形状・主軸方位が類似していることから、土坑は全て縄文時代

の遺構と推定した。

ＳＫ７（第24図、図版４）

【 位 置 】ＭＧ・ＭＨ49 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.15ｍ×1.06ｍ 【主軸方位】Ｎ―105°―Ｅ

【 深 さ 】0.40ｍ 【堆積状況】６層。レンズ状の堆積状況から自然堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】調査区南東側の台地縁辺部に位置し、確認面直上まで削平されて失われている。調査区

の平坦面に分布する土坑と同様に土坑墓である可能性がある。本遺構と同様、台地縁辺部付近に位置

するＳＫＦ23と、規模や残存部分の形状が類似することから、削平により上半部が失われたフラスコ

状土坑の可能性も考えられる。

ＳＫ21（第24・40図、図版４・23）

【 位 置 】ＬＳ53・54 【確 認 面】Ⅵ層 【 重 複 】ＳＢ29（中世）

【平 面 形】不整円形 【 規 模 】0.69ｍ×0.63ｍ 【主軸方位】Ｎ―21°―Ｅ

【 深 さ 】0.15ｍ

【堆積状況】単層。焼土ブロックと炭化物が多量に混入していることから人為堆積と判断。

【出土遺物】弥生土器片１点（第40図３）が出土した。土器片はＬ原体による綾絡文が施されており、

小坂Ｘ式に比定される。

【 所 見 】中世の遺構であるＳＢ29の範囲内に位置しているが、柱穴と直接重複していない。本遺

構はＳＢ29より旧いと推定される。弥生土器片が出土しているが、本遺構覆土上層からの出土である
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ため、撹乱によって落ち込んだ可能性も考えられる。

ＳＫ24（第24・49図、図版４・25）

【 位 置 】ＬＱ・ＬＲ55 【確 認 面】Ⅷ層上面 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.08ｍ×0.76ｍ 【主軸方位】Ｎ―５°―Ｗ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】石鏃６点（第49図５～10）が出土した。５～８は凹基無茎、９は平基無茎、10は凸基有

茎で茎部が欠損している。５～７の素材は白っぽく半透明な玉髄、９・10は鮮やかな赤色の鉄石英で

ある。８の素材は褐色の頁岩だが、他の出土石器と比べると赤に近い色である。

【 所 見 】遺構外出土の石鏃はすべて頁岩を素材とした凸基有茎か平基無茎なのに対し、本遺構で

出土した石鏃は特徴的な色の素材による無茎凹基鏃が多い。法量は遺構外から出土した石鏃と比べ半

分ほどしかない。これらの石鏃は、意図的に揃えて埋められたものと推定される。そのため、本遺構

は石鏃を副葬品とした土坑墓であり、近辺の平面形・規模・主軸方位が類似している土坑もすべて土

坑墓である可能性が考えられる。

ＳＫ25（第24図、図版５）

【 位 置 】ＬＱ56 【確 認 面】Ⅷ層上面 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.48ｍ×1.00ｍ 【主軸方位】Ｎ―35°―Ｗ

【 深 さ 】0.20ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】土坑墓と推定されるＳＫ24の近辺にあり、平面形・規模も類似していることから、本遺

構も土坑墓である可能性がある。

ＳＫ26（第25図、図版５）

【 位 置 】ＬＲ56 【確 認 面】Ⅷ層上面 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.08ｍ×0.66ｍ 【主軸方位】Ｎ―23°―Ｗ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】土坑墓と推定されるＳＫ24の近辺にあり、平面形・規模も類似していることから、本遺

構も土坑墓である可能性がある。

ＳＫ27（第25図、図版５）

【 位 置 】ＬＰ56・57 【確 認 面】Ⅷ層上面 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.40ｍ×1.12ｍ 【主軸方位】Ｎ―12°―Ｗ

【 深 さ 】0.70ｍ 【堆積状況】単層。Ⅷ層由来土を主体とするため人為堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】覆土がほぼⅧ層由来土のみで、Ⅰ～Ⅶ層土が含まれていないことから、Ⅶ層形成以前、

つまり縄文時代早期以前の遺構と推定される。覆土中に直径数㎜～10㎜の礫が含まれており、肉眼観

察により黒曜石と推定して採取したが、蛍光Ｘ線分析の結果デイサイトであることがわかった（分析

結果については第５章を参照）。Ⅷ層に含まれている礫と肉眼で比較したところ同じ石質であり、Ⅷ

層由来の礫と推定される。
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ＳＫ28（第25図、図版５）

【 位 置 】ＭＡ57 【確 認 面】Ⅶ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形と推定 【 規 模 】1.30ｍ×(0.07)ｍ 【主軸方位】Ｎ―58°―Ｗ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。Ⅷ層由来土を多量に含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】縄文土器片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】本遺構は確認調査の際のトレンチによって大部分が壊されている。

ＳＫ30（第25図、図版６）

【 位 置 】ＬＳ・ＬＴ55 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】ＳＫＩ１より旧い。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.18ｍ×1.05ｍ 【主軸方位】Ｎ―37°―Ｅ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。Ⅷ層由来土を多量に含むため人為堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】本遺構はＳＫＩ１と重複し、遺構の大部分が壊されているが、本来の形状は楕円形と考

えられる。

ＳＫ31（第25図、図版６）

【 位 置 】ＬＴ49 【確 認 面】Ⅶ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形と推定 【 規 模 】0.66ｍ×(0.38)ｍ 【主軸方位】Ｎ―47°―Ｅ

【 深 さ 】0.15ｍ 【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、Ⅷ層由来土を少量含む。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】調査区境に位置するため、南東側は調査できなかった。平面ではⅦ層で確認したが、調

査区境の土層を観察することにより、Ⅵ層から掘り込まれていることを確認した。

ＳＫ32（第25・40図、図版６・23）

【 位 置 】ＭＡ49 【確 認 面】Ⅶ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】円形 【 規 模 】0.65ｍ 【主軸方位】Ｎ―65°―Ｗ

【 深 さ 】0.10ｍ 【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、Ⅷ層由来土を少量含む。

【出土遺物】縄文土器１点（第40図４）が出土した。底部から約10㎝の高さまで残存しており、それ

より上は欠損している。底面は直径約5.5㎝で網代痕がある平底で、ＬＲ縄文が施され、土器内面に

煤状炭化物が付着している。胴部は底部から弧を描いて立ち上がっており、砲弾形の深鉢形土器と判

断される。器形・地文から縄文時代後期～晩期と推定される。

【 所 見 】縄文土器は、本遺構の中心よりやや北西寄りの底面から浮いた位置から、倒位で出土し

た。副葬品や甕棺の可能性が考えられる。遺構覆土と土器内部の土壌理化学分析を行ったが、本遺構

を墓と証拠づける結果は出なかった（分析の結果については、第５章の95頁を参照）。

ＳＫ33（第25図、図版６）

【 位 置 】ＭＧ42 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】1.28ｍ×0.94ｍ 【主軸方位】Ｎ―２°―Ｗ

【 深 さ 】0.15ｍ 【堆積状況】２層。黒色土を主体とし、Ⅷ層由来土を含む。

【出土遺物】縄文土器片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】本遺構は調査区南東縁辺部に位置しており、確認面直上まで削平を受け、上端も部分的
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に撹乱されている。底面は凹凸が多い。

２ 古代

（１）道路状遺構

１条の道路状遺構を検出した。

ＳＭ13（第26図、図版７）

【 位 置 】ＬＳ～ＭＡ51・52 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】なし。

【平 面 形】帯状 【 規 模 】最大幅1.57ｍ 最小幅0.47ｍ 残存長10.87ｍ

【 方 向 】ほぼ東西方向 【 深 さ 】0.15ｍ

【堆積状況】３層。いずれも十和田ａ火山灰由来の軽石を主体とし、各層の境は緻密。下から粒径の

大きい順に堆積しているため、風成による自然堆積と判断。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】調査区の47～51グリッドにある埋没沢の北側縁辺部に位置する。本遺構は浅い溝状で、

ＬＳ51の調査区境からＭＡ52まで、若干曲がりつつもほぼ東西方向に延びている。ＬＳ51より東側は

調査区外へ延びており、ＭＡ52より西側は撹乱されたためか確認できなかった。本遺構は、非常に浅

く幅も不明瞭なこと、遺構底面が緻密で硬化していたことから、掘り窪められたのではなく、通行に

より踏みしめられて窪んだ道路状遺構であり、十和田ａ火山灰が降下した915年より以前に利用され

ていたと判断した。

３ 中世

遺構内外共に中世と判断できる遺物は出土しなかったものの、Ⅲ層で確認された遺構があること、

竪穴状建物跡の形状、柱穴の規模から中世の遺構と判断した。調査区の47～51グリッドにある埋没沢

を境に、南北２つの遺構群に分かれる。北側の遺構群はＳＫＩ１、ＳＢ11・29・36、ＳＡ37・38・39

であり、ほぼ主軸方位が揃っている。竪穴状建物跡・掘立柱建物跡（ＳＢ36は上屋付かまど状遺構）・

柱穴列によって構成された一組の屋敷と推定される。南側の遺構群はＳＫＩ２、ＳＡ40、ＳＮ４・５

である。確認されたのは竪穴状建物跡・柱穴列・かまど状遺構だけだが、調査区外まで広がる屋敷の

一部であると推定される。

（１）竪穴状建物跡

２軒の竪穴状建物跡を検出した。

ＳＫＩ１（第27・28図、図版８・９・26）

【 位 置 】ＬＳ・ＬＴ55・56 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】ＳＫ30より新しい。

【平 面 形】長方形 【 規 模 】4.50ｍ×3.70ｍ 南西壁の張り出し部1.60ｍ×1.00ｍ

【主軸方位】Ｎ―38°―Ｅ 【 深 さ 】0.50ｍ

【堆積状況】10層。１～６層は黒色土を主体としⅧ層由来土を含んでいる。北東側からレンズ状に堆

積しているため自然堆積と推定される。７層は壁溝内の壁板の痕跡、９層はその裏込め土である。８

層は張り出し部の、10層は建物内部の貼り床である。

【出土遺物】黒曜石の細片１点（図版26試料番号10）が出土した。蛍光Ｘ線分析を行ったが、産地を
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同定するには至らなかった（分析の結果については第５章を参照）。

【 所 見 】断面Ａ－Ｂより南東側は、確認調査のトレンチにより床面付近まで削平されていた。本

遺構は壁溝のある竪穴状建物跡である。北西壁中央付近・張り出し部・掘り込み中央部と部分的に貼

り床を施して床面全体を平坦に作っている。床面から11基の柱穴を確認した。主な柱穴は基本的に四

隅とその中央に配置されているが、南西壁では張り出し部の両側に位置する。張り出し部以外には壁

溝が巡る。張り出し部は本遺構の床面から確認面までをつなぐ斜面になっていた。本来、斜面は当時

の地表面まで続いており、張り出し部は出入口だったと推定される。

ＳＫＩ１ P1

【 位 置 】北東壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】 0.35ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.63ｍ

ＳＫＩ１ P2

【 位 置 】北東隅 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.15ｍ×0.15ｍ 【 深 さ 】0.36ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した後に流入した黒色土。２層は柱を建てた際の裏込め土。

ＳＫＩ１ P3

【 位 置 】南東壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.2ｍ 【 深 さ 】0.65ｍ

ＳＫＩ１ P4

【 位 置 】南東隅 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.19ｍ×0.18ｍ 【 深 さ 】0.40ｍ

ＳＫＩ１ P5

【 位 置 】南西壁中央やや東 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.22ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.20ｍ

ＳＫＩ１ P6

【 位 置 】南西壁中央やや西 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.3ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.55ｍ

ＳＫＩ１ P7

【 位 置 】遺構内南西側中央 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.35ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.45ｍ

ＳＫＩ１ P8

【 位 置 】張り出し部南東隅 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.20ｍ

ＳＫＩ１ P9

【 位 置 】南西隅 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.32ｍ

ＳＫＩ１ P10

【 位 置 】北西壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形
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【 規 模 】0.45ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＫＩ１ P11

【 位 置 】北西隅 【確 認 面】ＳＫＩ１床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.20ｍ×0.15ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＫＩ２（第29・30・40・49図、図版10～12・23・25）

【 位 置 】ＭＥ44・45 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】ＳＫＦ23より新しい。

【平 面 形】長方形 【 規 模 】4.42ｍ×3.60ｍ 北壁張り出し部1.30ｍ×0.85ｍ

【主軸方位】Ｎ―90°―Ｅ 【 深 さ 】0.50ｍ

【堆積状況】２層。１層は黒色土を主体とし大粒のⅧ層由来土を含むことから人為堆積と判断。２層

は黒色土を主体とするがⅧ層由来土を多量に含むことから、人為堆積と判断。壁からやや離れた位置

に土塁状に堆積している。

【出土遺物】縄文土器片10点（第40図５～14）と頁岩の剥片３点、細片６点が出土したが、剥片・細

片は図示していない。５～７は同一個体である。口縁は平縁で山形の小突起がついており、貝殻条痕

による器面調整の上から、口縁部に沿って横線を、その下には山形の文様を沈線で描いている。８は

斜線と鋸歯文が沈線で描かれている。９はほかの土器と比べて法量が小さく、棒状か板状の工具の圧

痕で羽状の文様を描いている。10は断面に屈曲部があり、屈曲部に粘土粒貼付がある。10～14は文様

がないが、内外面に箆状工具による器面調整の痕跡が残っている。本遺構から出土した遺物はすべて

縄文時代早期の土器で、覆土が堆積する際に混入したものであり、本遺構の所属時期を示すものでは

ない。

【 所 見 】断面Ｃ－Ｄの位置から東へ1.5ｍの幅で、確認調査のトレンチにより床下まで削平され

ている。貼り床は確認されなかった。床面および張り出し部付近より14基の柱穴を確認した。主な柱

穴はP1・2・5～7・9・11・12の８基で、四隅と壁際の中央に位置し、全て柱痕が残っている。P2とP9

は特に深く、それぞれ南壁と北壁の中央に位置することから、棟持ち柱と推定される。P3・4・8・10・

13は壁際に位置し、平面形は不整形で規模が小さく浅いため、補助柱と推定される。ＳＫＩ１と異な

り本遺構には壁溝がなく、覆土２層が土塁状に残存していることから、壁板を固定するために土を盛

り、柱の間に横木を渡していたと推定される。張り出し部は北壁のP7とP8の間に位置し、本遺構床面

から確認面までをつなぐ斜面になっている。本来、斜面は当時の地表面まで続いており、張り出し部

は出入口だったと推定される。張り出し部の北西端にP14があることから、これと対になる柱が張り

出し部の北東端にもあり、出入り口の庇を支えていた可能性がある。以上のことから、本遺構は南北

方向に棟のある切妻屋根で妻入りの建物であったと推定される。

ＳＫＩ２ P1

【 位 置 】南西隅 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.30ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.40ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.06ｍ×0.15ｍ

【 所 見 】主柱穴。
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ＳＫＩ２ P2

【 位 置 】南壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.30ｍ 【 深 さ 】0.80ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 丸材径0.06～0.1ｍ

【 所 見 】主柱穴。南側の棟持ち柱と推定される。

ＳＫＩ２ P3

【 位 置 】南壁中央よりやや東【確 認 面】床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.17ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土断面で確認 平面形は不明確

ＳＫＩ２ P4

【 位 置 】南壁中央より東 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.32ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.07ｍ

【堆積状況】単層。大粒のⅧ層由来土を含むことから人為堆積と判断。

ＳＫＩ２ P5

【 位 置 】南東隅 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.35ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.45ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 丸材径0.12ｍ

【 所 見 】主柱穴。

ＳＫＩ２ P6

【 位 置 】東壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.37ｍ×0.33ｍ 【 深 さ 】0.35ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.20ｍ×0.15ｍ

【 所 見 】主柱穴。

ＳＫＩ２ P7

【 位 置 】北東隅 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.38ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.40ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.12ｍ×0.12ｍ

【 所 見 】主柱穴。

ＳＫＩ２ P8

【 位 置 】北壁中央よりやや東【確 認 面】ＳＫＩ２ Ⅲ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.20ｍ×0.17ｍ 【 深 さ 】0.08ｍ

【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、大粒のⅧ層由来土を含むことから人為堆積と判断。
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【 所 見 】ＳＫＩ２の壁よりやや外側、張り出し部の南西端に位置することから、張り出し部の

庇を支える柱の一つだったと推定される。

ＳＫＩ２ P9

【 位 置 】北壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.36ｍ 【 深 さ 】0.65ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.15ｍ×0.09ｍ

【 所 見 】主柱穴。北側の棟持ち柱と推定される。

ＳＫＩ２ P10

【 位 置 】北壁中央より西 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.15ｍ 【 深 さ 】0.06ｍ

【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、大粒のⅧ層由来土を含むことから人為堆積と判断。

ＳＫＩ２ P11

【 位 置 】北西隅 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.25ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.12ｍ×0.12ｍ

【 所 見 】主柱穴。

ＳＫＩ２ P12

【 位 置 】西壁中央 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.38ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.38ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.12ｍ×0.12ｍ

【 所 見 】主柱穴。

ＳＫＩ２ P13

【 位 置 】西壁中央やや南 【確 認 面】ＳＫＩ２ 床面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.35ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.07ｍ

【堆積状況】単層。黒色土を主体とし、大粒のⅧ層由来土を含むことから人為堆積と判断。

ＳＫＩ２ P14

【 位 置 】張り出し部北西側【確 認 面】Ⅶ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.20ｍ×0.18ｍ 【 深 さ 】0.38ｍ

【堆積状況】２層。１層は柱材が腐朽した跡に流入した黒色土、２層は柱の裏込め土。

【柱 痕 跡】覆土下位の平面・断面で確認 不整形径0.15ｍ

【 所 見 】張り出し部に庇を掛けるための柱穴と推定される。
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（２）掘立柱建物跡

３棟の掘立柱建物跡を検出した。すべて側柱のみの建物である。以下、掘立柱建物跡の長辺の方向

を桁行、短辺の方向を梁行として記述する。柱配置の項目について、対面する桁行、梁行で間数が違

う場合は最も多い間数を記述した。規模の項目は、最長の桁行の芯心距離×梁行の芯心距離を記入し

た。各柱の位置の項目については、P1のみは遺構のどの方位の隅にあるかを記入し、P2以降はP1を起

点として、桁行方向に何基目、梁行方向に何基目の位置にあるかを「桁行○×梁行○」と記述した。

ＳＢ11（第31・32図、図版12～14）

【 位 置 】ＭＢ～ＭＤ54・55、ＭＣ56

【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。 【柱 配 置】桁行３間×梁行２間

【 規 模 】6.30ｍ×3.95ｍ 【主軸方位】Ｎ―38°―Ｅ

【 所 見 】本遺構は９基の柱穴で構成されている。桁行の柱穴の数は、北西壁で４基、南東壁で３

基である。

ＳＢ11P1

【 位 置 】北西隅 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.42ｍ×0.35ｍ 【 深 さ 】0.32ｍ

【柱 痕 跡】覆土断面で確認 丸材径0.18ｍ

ＳＢ11P2

【 位 置 】桁行２×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.35ｍ 【 深 さ 】0.50ｍ

【柱 痕 跡】覆土断面で確認 丸材径0.14ｍ

ＳＢ11P3

【 位 置 】桁行３×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.45ｍ×0.43ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ11P4

【 位 置 】桁行４×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】不整楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.35ｍ 【 深 さ 】0.16ｍ

【柱 痕 跡】覆土断面・掘り形底面で確認 角材0.15ｍ×0.09ｍ

ＳＢ11P5

【 位 置 】桁行１×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.34ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

【柱 痕 跡】掘り形底面で確認 角材0.06ｍ×0.10ｍ

ＳＢ11P6

【 位 置 】桁行２×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ11P7

【 位 置 】桁行１×梁行３ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.35ｍ×0.32ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ
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【柱 痕 跡】掘り形底面で確認 丸材径0.18ｍ

ＳＢ11P8

【 位 置 】桁行２×梁行３ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.23ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.09ｍ×0.06ｍ

ＳＢ11P9

【 位 置 】桁行３×梁行３ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】不整楕円形

【 規 模 】0.38ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ29（第33図、図版15・16）

【 位 置 】ＬＳ52～54・ＬＴ53・ＬＲ54

【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】ＳＱ20・ＳＫ21（縄文時代）

【 配 置 】桁行３間×梁行２間【 規 模 】8.00ｍ×4.15ｍ 【主軸方位】Ｎ―31°―Ｅ

【 所 見 】本遺構は、９基の柱穴で構成されている。梁行の柱穴の数は、南西壁で３基、北東壁で

２基である。実際にⅢ層で確認したのはP6のみだが、本遺構の本来の遺構面はⅢ層より上であると判

断した。ＳＢ29の範囲内に縄文時代の遺構であるＳＫ21・ＳＱ20が位置している。柱穴と直接重複し

ていないが、共にＳＢ29より旧いと推定される。

ＳＢ29P1

【 位 置 】北隅 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.32ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ29P2

【 位 置 】桁行２×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.25ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＢ29P3

【 位 置 】桁行３×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.30ｍ 【 深 さ 】0.08ｍ

ＳＢ29P4

【 位 置 】桁行４×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.30ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.20ｍ

ＳＢ29P5

【 位 置 】桁行１×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.30ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.17ｍ

ＳＢ29P6

【 位 置 】桁行２×梁行２ 【確 認 面】Ⅲ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.65ｍ×0.50ｍ 【 深 さ 】0.41ｍ

【柱 痕 跡】覆土平面・断面で確認 角材0.10ｍ×0.12ｍ

ＳＢ29P7

【 位 置 】桁行３×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

第２節 検出遺構と遺構内出土遺物

―29―



【 規 模 】(0.45)ｍ×0.40ｍ 【 深 さ 】0.05ｍ

【 所 見 】掘り方の東側が撹乱を受けている。

ＳＢ29P8

【 位 置 】桁行４×梁行３ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.30ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ29P9

【 位 置 】桁行１×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層上面 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.20ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＢ36（第34～36図、図版17～19）

【 位 置 】ＭＡ56・57、ＭＢ56・57

【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】P2はP3より旧い。P6はP7より旧い。

【柱 配 置】桁行２間×梁行１間【 規 模 】3.40ｍ×2.80ｍ 【主軸方位】Ｎ―54°―Ｗ

【 所 見 】本遺構は、重複する柱穴を含めて７基の柱穴と、１基のかまど状遺構で構成されている。

確認面について、実際にⅢ層で確認したのはP1・5・SN1のみだが、本遺構の本来の遺構面はⅢ層より

上であると判断した。南東隅に柱穴を確認できなかったのは、掘り込みが浅かったか、地面の上にそ

のまま柱を据えていたためと推定される。柱穴による区画内にかまど状遺構が位置することから、柱

穴はかまどの上屋の支柱であり、本遺構は炊事の場であったと推定される。かまど状遺構は２回造り

替えられており、長期に亘って使用されていたと推定される。

ＳＢ36P1

【 位 置 】北隅 【確 認 面】Ⅲ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.53ｍ×0.43ｍ 【 深 さ 】0.50ｍ

【柱 痕 跡】掘り形底面で確認 丸材径0.20ｍ

ＳＢ36P2

【 位 置 】桁行２×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】P3より旧い。

【平 面 形】(楕円形) 【 規 模 】0.24ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.1ｍ

ＳＢ36P3

【 位 置 】桁行３×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】P2より新しい。

【平 面 形】円形 【 規 模 】0.35ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.40ｍ

【堆積状況】自然堆積

ＳＢ36P4

【 位 置 】桁行４×梁行１ 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.42ｍ×0.40ｍ 【 深 さ 】0.30ｍ

ＳＢ36P5

【 位 置 】桁行１×梁行２ 【確 認 面】Ⅲ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.53ｍ×0.55ｍ 【 深 さ 】0.45ｍ 【堆積状況】自然堆積

【柱 痕 跡】掘り形底面で確認 丸材径0.20ｍ
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ＳＢ36P6

【 位 置 】桁行２×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】P7より旧い。

【平 面 形】(楕円形） 【 規 模 】0.25ｍ×0.14ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＢ36P7

【 位 置 】桁行３×梁行２ 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】P6より新しい。

【平 面 形】楕円形 【 規 模 】0.45ｍ×0.25ｍ 【 深 さ 】0.28ｍ

【堆積状況】自然堆積

ＳＢ36SN1

【 位 置 】ＭＡ・ＭＢ56・57 【確 認 面】Ⅲ層 【主軸方位】Ｎ―55°―Ｗ

【 所 見 】２回造り替えられており、新・中・旧段階の３期に分けられる。

新段階

【火床面平面形】楕円形 【火床面規模】2.24ｍ×(0.98)ｍ

【下部構造平面形】楕円形 【下部構造規模】2.5ｍ×0.96ｍ

【 深 さ 】確認面から火床面まで0.22ｍ 確認面から下部構造底面まで0.38ｍ

【堆積状況】８層（１～８層）。１～３層はかまど廃絶後に堆積した黒色土で、４・５層は天井

崩落土である。６～８層は新段階のかまど構築時に中段階の構築土を再利用して床面に貼った土

である。６層は被熱により変色している。

【出土遺物】１層から縄文土器片１点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】新段階のかまどの残存範囲は袖・火床面・下部構造である。煙出し付近に直径0.64

ｍの掘り込みを確認した。新段階の天井崩落土である４・５層と６層の間に流入土がなかったこ

とから、新段階のかまどが廃棄された後、間もなく天井が崩落したものと推定される。

中段階

【火床面平面形】楕円形 【火床面規模】1.95ｍ×0.78ｍ

【下部構造平面形】楕円形 【下部構造規模】1.95ｍ×0.78ｍ

【 深 さ 】確認面から火床面まで0.28ｍ 確認面から下部構造まで0.43ｍ

【堆積状況】３層（９～11層）。９・10層は中段階のかまど構築時に貼った粘土で、９層は被熱

により変色している。11層は旧段階から中段階に造り替える際に掘った部分を埋め立てた土であ

る。

【出土遺物】なし。

【 所 見 】中段階から新段階へ造り替える際に壊されている。中段階の天井崩落土は確認され

なかったことから、中段階から新段階に造り替える際に持ち出されたと推定される。

旧段階

【火床面平面形】楕円形 【火床面規模】0.61ｍ×(0.5)ｍ

【下部構造平面形】楕円形 【下部構造規模】0.61ｍ×(0.58)ｍ

【 深 さ 】確認面から火床面まで0.30ｍ 確認面から下部構造まで0.40ｍ

【堆積状況】２層（12・13層）。12・13層共に下部構造を埋め立てた土で、12層は被熱している。

【出土遺物】なし。
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【 所 見 】旧段階から中段階へ造り替える際に壊されており、ほとんど残存していない。

（３）柱穴列

４列の柱穴列を検出した。

ＳＡ37（第37図、図版20）

【 位 置 】ＭＢ58、ＭＣ56・57【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。

【 配 置 】直線２間 【 長 さ 】9.05ｍ 【主軸方位】Ｎ―35°―Ｅ

【 所 見 】本遺構は３基の柱穴で構成される。P1とP3を結んだラインよりP2がやや西側に位置して

おり、板材をP1とP3で東側からP2で西側から挟んで支えるためと推定される。近接するＳＢ36の目隠

し塀と推定される。

ＳＡ37P1

【 位 置 】南西端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.28ｍ×0.24ｍ 【 深 さ 】0.28ｍ

ＳＡ37P2

【 位 置 】中央よりやや北寄り【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.38ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＡ37P3

【 位 置 】北東端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.36ｍ×0.30ｍ 【 深 さ 】0.18ｍ

ＳＡ38（第37図、図版21）

【 位 置 】ＭＡ55、ＭＢ55・56【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。

【 配 置 】直線２間 【 長 さ 】6.2ｍ 【主軸方位】Ｎ―52°―Ｗ

【 所 見 】本遺構は３基の柱穴で構成される。P1とP3を結んだラインよりP2がやや北東に位置して

おり、板材をP1とP3で南西側からP2で北東側から挟んで支えていたと推定される。近接するＳＢ11、

ＳＢ36の目隠し塀と推定される。

ＳＡ38P1

【 位 置 】北西端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.35ｍ 【 深 さ 】0.25ｍ

【柱 痕 跡】掘り形底面で確認 丸材径0.17ｍ

ＳＡ38P2

【 位 置 】中央よりやや北寄り【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.20ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＡ38P3

【 位 置 】南東端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】不整円形

【 規 模 】0.29ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＡ39（第37図、図版21）

【 位 置 】ＭＡ55、ＭＢ54、ＭＣ53 【確 認 面】Ⅷ層

【 重 複 】なし。 【 配 置 】直線２間 【 長 さ 】7.05ｍ
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【主軸方位】Ｎ―47°―Ｅ

【 所 見 】本遺構は３基の柱穴で構成される。P1とP3を結んだラインよりP2がやや東側に位置して

おり、板材をP1とP3で西側からP2で東側から挟んで支えていたと推定される。近接するＳＢ11の目隠

し塀と推定される。

ＳＡ39P1

【 位 置 】北東端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.28ｍ×0.18ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＡ39P2

【 位 置 】中央よりやや南寄り【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.55ｍ×0.28ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＡ39P3

【 位 置 】南西端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.40ｍ×0.27ｍ 【 深 さ 】0.10ｍ

ＳＡ40（第38図）

【 位 置 】ＭＣ・ＭＤ46 【確 認 面】Ⅷ層 【 重 複 】なし。

【 配 置 】直線２間 【 長 さ 】4.00ｍ 【主軸方位】Ｎ―64°―Ｅ

【 所 見 】本遺構は３基の柱穴で構成される。P1とP3を結んだラインよりP2がやや北側に位置して

おり、板材をP1とP3で南側からP2で北側から挟んで支えていたと推定される。

ＳＡ40P1

【 位 置 】南西端 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.20ｍ×0.15ｍ 【 深 さ 】0.05ｍ

ＳＡ40P2

【 位 置 】中央 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】楕円形

【 規 模 】0.24ｍ×0.20ｍ 【 深 さ 】0.15ｍ

ＳＡ40P3

【 位 置 】北東 【確 認 面】Ⅷ層 【平 面 形】円形

【 規 模 】0.25ｍ 【 深 さ 】0.43ｍ

（４）かまど状遺構

３基のかまど状遺構を検出したが、１基は掘立柱建物跡に伴う遺構(ＳＢ36SN1)として前述した。

これらのかまどはいずれも、地面を掘りくぼめてから炭化物を含む土を敷き詰め、粘土を貼って火床

面を整えている。

ＳＮ４（第38図、図版22）

【 位 置 】ＭＤ45・46 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】なし。

【火床面平面形】不整楕円形 【火床面規模】1.79ｍ×0.53ｍ

【下部構造平面形】楕円形 【下部構造規模】2.40ｍ×0.76ｍ

【 深 さ 】確認面から火床面まで0.27ｍ 確認面から下部構造底面まで0.37ｍ

【主軸方位】Ｎ―80°―Ｅ
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【堆積状況】４層。１層は上面の撹乱、２層はかまどの天井崩落土。３層は被熱によって赤く変色し

た火床面の粘土である。４層は下部構造に敷き詰められた黒色土で、炭化物を多量に含む。

【出土遺物】縄文土器１点と頁岩の細片２点が出土したが、図示していない。

【 所 見 】天井崩落土・火床面・下部構造が残存していた。２層と３層の間に流入土が確認されな

かったことから、かまど廃絶後すぐに天井が崩落していると判断され、人為的に壊された可能性があ

る。下部構造に炭化物を多量に含む土を敷き詰めるのは、湿気対策の可能性がある。近接するＳＫＩ

２と主軸方位が近く、一つの屋敷を構成すると判断される。ＳＫＩ２に近い西側が焚口、反対側の東

側が煙出と推定されるが、火床面が西から東に向かって低く傾斜しているため、東側が焚口の可能性

もある。

ＳＮ５（第39図、図版22）

【 位 置 】ＭＣ45 【確 認 面】Ⅲ層 【 重 複 】なし。

【火床面平面形】楕円形 【火床面規模】1.40ｍ×0.74ｍ

【下部構造平面形】楕円形 【下部構造規模】1.50ｍ×0.90ｍ

【 深 さ 】確認面から火床面まで0.37ｍ、確認面から下部構造底面まで0.44ｍ

【堆積状況】４層。１層は天井崩落土で、平面図では被熱による変色の度合により、１ａ層・１ｂ層

に細分した。１ｂ層は１ａ層よりも赤く変色している。２層は自然流入した黒色土である。３層は火

床面に貼られた粘土で、被熱により赤く変色している。４層は下部構造に敷き詰められた黒色土で、

炭化物を含む。

【 所 見 】天井崩落土・火床面・下部構造が残存していた。１層と４層の間に２層が堆積している

ことから、かまど廃絶後から天井が崩落するまでに時間が経過していると判断した。３層上面が南東

側に向かって低く傾斜していることから、本遺構の北東側が焚口、南西側が煙出と推定される。位置

はＳＫＩ２に近く、主軸方位はＳＢ36に伴うかまど状遺構と近いため、どちらかの遺構と組になる可

能性がある。

４ 柱穴様ピット

37基を検出した。完掘平面図は第13～19図の100分の１遺構配置図、観察結果については第２表の

柱穴様ピット（ＳＫＰ）一覧、ＳＫＰ14・15・16・18については図版７に写真を掲載した。
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第12図 第13～19図の位置
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第13図 100分の１遺構配置図①
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第14図 100分の１遺構配置図②
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第15図 100分の１遺構配置図③



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第16図 100分の１遺構配置図④



第４章 調査の記録
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第17図 100分の１遺構配置図⑤



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第18図 100分の１遺構配置図⑥



第４章 調査の記録
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第19図 100分の１遺構配置図⑦



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第20図 集石遺構（ＳＱ６新・旧①）
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第21図 集石遺構（ＳＱ６新・旧②、ＳＱ10・12）



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第22図 集石遺構（ＳＱ17・19・20・22）



第４章 調査の記録
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第23図 集石遺構（ＳＱ35）



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第24図 フラスコ状土坑（ＳＫＦ23）、土坑（ＳＫ７・21・24・25）
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第25図 土坑（ＳＫ26・27・30・31・32・33）



第２節 検出遺構と遺構内出土遺物
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第26図 道路状遺構（ＳＭ13）
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第27図 竪穴状建物跡（ＳＫＩ１①）
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ふ り が な しものにいせき

書 名 下野Ⅱ遺跡

副 書 名 一般国道７号鷹巣大館道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番号 第450集

編 著 者 名 山田�子 宇田川浩一 巴亜子

編 集 機 関 秋田県埋蔵文化財センター

所 在 地 〒014－0802秋田県大仙市払田字牛嶋20番地 ＴＥＬ 0187－69－3331

発 行 機 関 秋田県教育委員会

所 在 地 〒010－8580秋田県秋田市山王３丁目１番１号 ＴＥＬ 018－860－5193

発行年月日 西暦2010年３月

ふりがな ふ り が な コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村 遺跡番号 °′″ °′″ ㎡

下野Ⅱ遺跡
しも の に い せき

秋田県大館
あきたけんおおだて

市本宮字下
し もとみやあざ し

モ野
も の

107-1

05404 204-4-164

40°

14′

36″

140°

30′

31″

20080613

～

20080926

2,250㎡

一般国道７号

鷹巣大館道路

建設事業に係

る埋蔵文化財

事前発掘調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

下野Ⅱ遺跡 墓域

集落跡

縄文時代

平安

中世

集石遺構 9基

フラスコ状土坑 1基

土坑 10基

道路状遺構 1条

竪穴状建物跡 2軒

掘立柱建物跡 3棟

柱穴列 4列

かまど状遺構 2基

柱穴様ピット 37基

縄文土器

弥生土器

土師器

石器

砥石

縄文時代の集石遺構・

土坑は墓と推定され、数

種に分類できる。中世の

竪穴状建物跡・かまど状

遺構・掘立柱建物跡が近

接して発見された。

遺物は縄文時代早期～

晩期・弥生時代・平安時

代と幅広い時期のものが

あるが、大半は縄文時代

早期に属する。

要 約

集石遺構と土坑は、遺物の出土状況から墓であり縄文時代後期に属すると推定される。中

世の遺構は、互いの位置関係から一つの生活単位となる建物の構成を読み取ることができる。

遺物の大半を占めるのは、縄文時代早期中葉から後葉の土器である。

報 告 書 抄 録
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